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＞＞ グランフロント大阪

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

2016年 第57回
BCS賞受賞作品紹介

が
動
線
と
し
て
は
屋
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本
で
あ
り
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二
期
以
降
の
開
発
も
想

定
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
西
面
の
半
外

部
通
路
と
繋
ぐ
こ
と
で
回
遊
も
可
能
な

構
成
と
な
っ
て
い
る
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特
に
タ
ワ
ー
Ｂ

と
タ
ワ
ー
Ｃ
の
間
に
設
け
ら
れ
た
、
陽

光
降
り
注
ぐ
大
き
な
ア
ト
リ
ウ
ム
を
内

包
す
る
ナ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
は
、
一
般
的

な
動
線
の
終
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近
く
に
あ
り
、
歩
行
者

空
間
の
一
方
の
中
核
と
さ
れ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、「
コ
ト
ヅ
ク
リ
」
こ

そ
街
づ
く
り
を
永
続
さ
せ
る
要
諦
で
あ

る
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
期
か

ら
「
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
タ
ウ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）」
が
組

織
さ
れ
て
、
運
営
サ
イ
ド
か
ら
の
ハ
ー

ド
面
の
あ
り
方
の
議
論
を
は
じ
め
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
含
め
た
街
の
運
営
の
あ

ら
ゆ
る
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
十
分
な
議

論
と
準
備
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
街
の
価
値
は
建
物
そ
の
も
の
だ

け
で
決
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ

継
続
的
に
行
わ
れ
る
活
動
に
よ
っ
て
こ

そ
つ
く
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い

う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
街
の

目
玉
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ナ
レ
ッ
ジ
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
は
、
特
に
「
Ｋ
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（
ナ
レ
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ジ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
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大
阪
駅
の
す
ぐ
北
側
と
い
う
枢
要
の

立
地
に
あ
る
た
め
、
二
十
世
紀
末
か
ら

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
も
含
め
て
、
そ
の
将

来
像
に
つ
い
て
大
き
な
話
題
と
論
議
を

提
供
し
て
き
た
梅
田
旧
貨
物
ヤ
ー
ド
。

そ
の
全
二
四
㌶
の
う
ち
第
一
期
七
㌶
の

再
開
発
で
で
き
た
街
が
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン

ト
大
阪
で
あ
る
。

　

全
体
の
構
成
と
し
て
は
四
棟
の
タ
ワ

ー
が
低
層
部
と
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
に
よ
っ

て
結
合
さ
れ
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。

駅
近
に
オ
フ
ィ
ス
床
を
多
く
配
し
、
遠

く
な
る
に
つ
れ
て
ホ
テ
ル
お
よ
び
レ
ジ

デ
ン
ス
と
す
る
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

奥
に
い
く
ほ
ど
賑
わ
い
か
ら
静
け
さ
へ

と
街
の
様
相
が
変
化
す
る
。
低
層
部
は

お
お
む
ね
商
業
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る

選
評

＜ 2016年 第57回 BCS賞受賞作品 ＞　飯野ビルディング　大手町タワー／大手町の森　京都国立博物館 平成知新館　グランフロント大阪　
高志の国文学館　ザ・リッツ・カールトン京都　住田町役場　東京スクエアガーデン　流山市立おおたかの森小・中学校、おおたかの森センター、こども図書館　
日清食品グループ the WAVE　穂の国とよはし芸術劇場 プラット　八幡厚生病院本館　山梨学院大学国際リベラルアーツ学部棟　Ribbon Chapel　龍谷大学 和顔館　
 ［特別賞］札幌市北3条広場・札幌三井JPビルディング　
日本橋室町東地区開発：室町東三井ビルディング、室町古河三井ビルディング、室町ちばぎん三井ビルディング、福徳神社

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2016年で57回を数えます。

全景、右より「うめきた広場・うめきた SHIP」「南館・タワーA／オフィス」「北館・タワーB ／オフィ
ス・タワーC ／オフィス・ホテル」「グランフロントオーナーズタワー」

北館「ナレッジプラザ」

北館「創造のみち」 南館「創造のみち」導入部
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げるエリアマネジメントを担うＴＭＯと、イ
ノベーションを起こすナレッジキャピタルを
担うKMOを組織し、これらがまちの企画・
運営にあたっています。今後「うめきたⅡ
期」が動き出します。国際集客、知的人材育
成、新しい産業創出や大規模な緑地など新名
所が都心から生まれます。日本第二のターミ
ナル駅前に立地するこのまちを国内外の人々
に、もっと知ってほしいと願っています。

　この大規模複合開発のビジョンは「多様な
人々や感動との出会いが新しいアイデアを育
むまち」。「アジア・世界のゲートウェイ拠
点」「新たな産業・ビジネス・文化の創出拠
点」「賑わい・ふれあいの街」「公民連携の街
づくり」「水と緑と環境共生のまちづくり」

「国際競争力の強化」などをまちづくりの柱と
しました。事業者12社が知恵を出し、公民連
携・地域連携を軸にまちのブランド価値を上

まち・人・文化を育てていく仕組みをつくり、
運営していく

建築主
より

三菱地所㈱　
関西支店副支店長
「グランフロント大阪ＴＭＯ」
事務局長

廣野研一
Kenichi Hirono

＞＞ グランフロント大阪

ガ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）」
が
組
織
さ
れ

て
、
新
し
い
都
市
文
化
を
創
造
す
る
こ

と
や
そ
れ
に
関
わ
る
人
び
と
の
育
成
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
て

い
る
。
実
際
、「
ナ
レ
ッ
ジ
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
」
の
会
員
制
の
サ
ロ
ン
空
間
を
訪
れ

る
と
、
何
か
新
し
い
こ
と
、
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
こ
と
が
生
ま
れ
る
原
動
力

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
せ
る
新

鮮
な
活
気
が
漲
っ
て
い
る
。

　

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
の
建
築
主
は

十
二
社
に
の
ぼ
る
。
し
か
も
設
計
者
は

五
社
も
い
る
。
そ
の
体
制
の
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
棟
の
個
別
の
要
求
条
件
を
互

い
に
調
整
し
つ
つ
街
全
体
と
し
て
の
一

体
感
を
つ
く
り
出
す
こ
と
は
決
し
て
容

易
な
作
業
で
は
な
い
。

　

全
社
で
共
有
さ
れ
た
街
づ
く
り
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
全
体
計
画
に
基
づ
き
つ
つ

も
、
材
料
や
仕
上
げ
の
デ
ィ
テ
ー
ル
や

デ
ザ
イ
ン
・
テ
イ
ス
ト
の
幅
を
あ
る
程

度
容
認
し
つ
つ
、
各
社
の
自
由
裁
量
に

よ
る
設
計
も
認
め
る
こ
と
で
、
独
特
の

調
和
と
個
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
生
ま
れ
て

お
り
、
街
の
自
然
な
形
成
に
よ
り
近
い

味
を
つ
く
り
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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計画概要 建築主：NTT都市開発 ㈱／㈱大林組／オリックス不動産㈱／関電不動産開発㈱／新日鉄興
和不動産㈱／積水ハウス㈱／㈱竹中工務店／東京建物㈱／日本土地建物㈱／阪急電鉄㈱／
三井住友信託銀行㈱／三菱地所㈱
設計者：㈱日建設計／㈱三菱地所設計／㈱ NTTファシリティーズ／㈱大林組／㈱竹中工務店

施工者：㈱大林組／㈱竹中工務店
所在地：大阪府大阪市北区大深町3-1
竣工日：平成25年3月31日

敷地面積：  47,917㎡
建築面積：   29,823㎡
延床面積： 567,927㎡

階数：大阪駅北口広場：地上2階、地下2階／南館・タワー
A：地上38階、地下3階、塔屋2階／北館・タワーB・タワ
ーC：地上38階、地下3階、塔屋2階／グランフロント大阪
オーナーズタワー：地上48階、地下1階、塔屋2階　　

構造：大阪駅北口広場／南館・タワーA／北館・タワーB・
タワーC：鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンク
リート造）／グランフロント大阪オーナーズタワー：鉄筋コン
クリート造（一部鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造）

がら、へそにあたる1,000㎡のアトリウム
「ナレッジプラザ」へと誘うシークエンスをつ
くりました。外構には3列のイチョウ並木や
水景、コリドール、カフェが賑わうケヤキ並
木通り、自然の里山「ザ・ガーデン」など、豊
かな水と緑の系を。そして環境配慮技術をデ
ザインのポイントとした4つのタワーが群像
となり、大阪らしさ・グランフロントらしさ
を感じる景観を目指しました。

　基本3社〜実施5社のJV。本音の議論と膨
大なスケッチで、開発ビジョンを具体設計手
法へと深めていきました。駅前に日常のオア
シス＆イベントスペース「うめきた広場」を
つくり、駅と地下1階・地上2階のデッキで
接続。大らかな弧を描く導入部の半屋外空間
が玄関口となり、まちの背骨にあたるデッキ
レベルのコンコース「創造のみち」へと導き、
さながら立体商店街のような空間を楽しみな

㈱三菱地所設計
執行役員　
関西支店長

Masaki Nishibori
西堀正樹

㈱NTTファシリティーズ
設計部長

Katsunori Ogawa
小川克憲

㈱日建設計
設計部長

Koji Okada
岡田耕治

㈱竹中工務店
総括所長

Kazuaki Nakao
中尾和昭

㈱大林組
総括所長

Takao Hatano
羽田野孝男

「一体感をもった街並みの形成」と
「ヒューマンスケールの足もとづくり」

設計者
より

夜景

4つのタワーがつくる群像うめきたSHIP うめきた広場・霧の彫刻

56万㎡・4街区にまたがる36カ月、
延べ180万人を動員した大工事

施工者
より

ンネル・上空ブリッジではいずれも道路を半
分ずつ占用しながら慎重に工事。大きな平面
のタワー仮設にはリフトアップ足場を採用し、
大量の資材を一気に運び入れました。職人一
人ひとりが「日本一の現場に携わる誇り」を
持てるよう、場内のアメニティ充実や夏休み
の家族招待イベントも開催。常に整然と片付
けることを義務付け、新時代の大型現場のモ
デルとなるよう努めました。

　「関西最後の一等地」と言われた北ヤード現
場は極めて注目度が高く、世間の大きな期待
を感じました。全街区で高い品質を実現する
ために統括役割を果たす「総合事務所」を組
織し、施工2社JVが持つ得意分野のノウハウ
を結集・連携して工事に挑みました。安全確
保と工期短縮のため、仮設検討結果を設計へ
フィードバック。車両用立体桟橋の設置、逆
打工法の採用などを積極推進。公道直下のト


